
飛鳥資料館の研究展示 ・特別展示

飛鳥資料館

研究展示 「高松塚壁箇の新研究J] 992年は明日芥村にある山松坂古噴で，筏彩色の壁画が発見さ

れて20年にあたる。そこで，これまであまり胤みることのなかった視点で，この壁闘がどのよ

うな技法によって拙かれたかについて研究を進め，その成果を中心にして，写Z其工パネルを{使史つ

て展示した。 このR砂研)庁f究は束j海毎大学学'1目附1η?羽報i技術セン夕一とj共七向でおこない 発掘H

函のカラ一写其の画(像象処羽型!をして，岡而上の{初~'，i を除去したうえで酎像解析により各図像を比

較検討した。すると，男女群像では，人物の下絵を摘し、た幾つかの型紙が用意されていて，そ

れを壁面上で操作:して昨像表現の下fillきを作製した可能性が

指摘されるようになった。また.W:.j1_fj壁の')'r龍と白虎に|刻

しても音1I分ごとに図像が一致することにより，型紙による:J1li

1抑Ihを除いた白虎閃 さらに尾形光琳の;日¥iili図にも見られると紹介した。

特別展示 「飛鳥の工房J 7佐紀後半lJiの鋳物，鍛冶，ガラス創11工などの火を扱う工房で働いてい

た工人たちの作業を. 11"0土品や現代工人の航行-により，復JJ;i、的に展示した。1991年の初11に，

飛t~íj:藤原宮跡発掘調査部が:l1~X~寺東南のJí:陵谷川で発倒した亦く焼けた炉跡や小規棋な抑立柱

建物跡.!克楽物jffは， 3!17誌な，"'，土品から，そこで‘金工品やガラス製品を作っていたことを教え

てくれた。出土土探の年代から藤原氏の|時代に盛んに燃をあげて操業 していたこともわかった。

これらの工房に|刻する諸道具ーや未製品などを展示し また合わせて現代工人による製作過程や

その諸技法を笑物の道具や模作品，多数の写真パネルで解説民示した。 (工楽普通)

i沙l\~を作る 鋳型とその剣金J-!.
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